
 

（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 
 
 １ 会議名 第１回かわちながの森林プラン推進協議会 

 

 ２ 開催日時 令和８年７月３０日（木） 

午前１０時から午前１１時３０分まで 

 ３ 開催場所 河内長野市役所 ５階会議室 

 

 

 

 

 ４ 会議の概要 

  
・令和７年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告 
・令和８年度のかわちながの森林プラン実行プランについて 
・第３期かわちながの森林プラン案について 
・意見交換 

 ５ 公開・非公開の別 

       （理由） 

 
 
公開 

 ６ 傍聴人数 
 

０人 

 ７ 問い合わせ先  （担当課名） 都市環境安全局 地域資源循環部 

        自然資本活用課（内線５５１） 

 

 

 ８ その他 

 

＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。 



令和８年度第１回かわちながの森林プラン推進協議会 会議録 

 

【会議名称】  第１回かわちながの森林プラン推進協議会 

【開催日時】  令和８年７月３０日（木）午前１０時から午前１１時３０分まで 

【開催場所】  河内長野市役所 ５階会議室 

【出 席 者】  委員７名、事務局 

 

【会議内容】   

１．開会 

委員７名が出席し、設置条例第６条第２項「委員の半数以上が出席」に基づき、会議

を開会した。 

事務局より開会挨拶。 

 

２．議事 

（案件１ 令和７年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告） 

 事務局より資料に沿って、森林経営管理制度の進捗や森林ＥＳＤ授業の実績など実行

プランの実績報告を行った。 

Ａ委員：目標値が達成していない項目はどのように今後取り組むのか。 

事務局：第３期では現状を踏まえた目標値を設定し、より良い施策の実現につなげてい

きたい。 

Ｂ委員：達成度が１００％を超えている項目があるが、表では１００％と表記されてい

る。実績に基づいた数値を入れるべきではないか。 

事務局：１００％を超える部分も含め、第３期では実態に合った目標値の設定を行う。 

（案件２ 令和８年度かわちながの森林プラン実行プランについて） 

 事務局より資料に沿って、森林経営管理制度の進め方や森林ＥＳＤ授業などの実行プ

ランの年間スケジュールについて説明を行った。 

（委員からの意見なし） 

（案件３ 第３期かわちながの森林プラン案について） 

 事務局より資料に沿って、第３期かわちながの森林プラン案の説明を行った。 

Ａ委員：プラン案の表にある説明書きの部分は、追記すべきである。 

事務局：ご指摘の追記及びその他の記載内容についても確認する。 

Ｂ委員：プラン案に掲載されている林道の図面が見にくくなっている。 

事務局：より見やすい図面に修正する。 

 

３．意見交換 

Ｃ委員：大阪府産材認証制度が変更されるが、内容の確認を進めたい。また、河内長野

市の木材利用の取組みが他自治体にも広がるようＰＲしていきたい。 

事務局：市としては大阪府の制度に沿って取り組んでいきたい。木材の流通のあり方が

新しい制度に順応できるよう、改めて議論したい。 

Ｄ委員：人材育成では、森林所有者だけでなく林業事業体の持続的な経営につながる取

り組みを期待したい。 



事務局：第３期では、事業体等の従事者育成の観点からの取組みも盛り込む予定である。 

Ｅ委員：森林経営管理制度での申出方式について境界の全てを把握する必要がないよう

にすることなど、ハードルを下げて申出しやすい制度にしてほしい。 

事務局：制度の内容精査を進める。 

事務局：経営管理を行う上では所有者が把握しにくいなど様々な状況がある。個別にも

ご相談いただきたい。 

Ｆ委員：クビアカツヤカミキリの駆除方法がうまく周知されていない。 

事務局：駆除方法の周知や情報発信は重要であると認識している。支援方法等を含め、

引き続き検討していきたい。 

事務局：Ｊ-クレジットの案内を作成した。企業への発信にあたり、委員の皆様にもぜ

ひご紹介いただきたい。 

 

４．閉会 

 議事がすべて終了し、次回は令和９年２月を目途に開催することを確認し、閉会した。 



 

令和８年度第１回かわちながの森林プラン推進協議会 

 

令和 ８年 ７月３０日 

 ５ ０ ２ 会 議 室 

 

会 議 次 第 

 

１． 開 会 

 

２． 議 事 

案件１ 令和７年度かわちながの森林プラン実行プランの実績報告 

案件２ 令和８年度かわちながの森林プラン実行プランについて 

案件３ 第３期かわちながの森林プラン案について 

 

３． 意見交換 

 

４． 閉 会 



 

 

かわちながの森林プラン推進協議会 名簿 

 

 区分 所属等 委員名 備考 

１ 森林所有者 
河内長野市地区推進協議会 

会長 
奥野 豊  

２ 林業従事者 
大阪府森林組合南河内支店 

理事支店長 
堀切 修平  

３ 林業従事者 
株式会社 南河内林業 

代表取締役 
仲谷 貴紀  

４ 
森林に 

関連する団体 

ＮＰＯ法人森林ボランティア 

トモロス 理事長 
種池 寛  

５ 
森林に 

関連する団体 

林業女子会＠大阪 

副代表 
末延 秋恵  

６ 林業従事者 
クリエイション株式会社 

代表取締役 
竹田 兼三  

７ 関係行政機関 
大阪府南河内農と緑の総合事務所 

森林課長 
穗積 佳子  

                     



資料１

A

単年度 5年目 10年目 目標値(9年目) 実績値(9年目) 達成度 進捗理由等

意向調査面積 200ha
200ha
(累積

値）

1200ha
(累積
値）

1,000ha 495.4ha 49.5%

意向調査後の境界確認
等に時間を要し、目標を
下回った進捗となってい

る。

整備面積 46.5ha
46.5ha
(累積

値）

279ha
(累積

値）
232.5ha 7.42ha 3.1%

境界確認等の進捗が遅
れたことに伴い、森林整
備もスケジュール通りに

進んでいない。

2 2 森林病害虫の被害調査
相談件数における対
応件数

- 100% 100% 進捗に問題なし

第２期達成状況

100%

実行プラン具体方針

令和７年度　第２期 かわちながの森林プランに係る実行プランの実績について

多面的機能保全のための森林

基本理念 ： 河内長野の森で育まれた自然の恵みを活かし、多様な主体により守り育てる

評価指標

A

備考　※これまでの実績累計等実績値

目標値

森林経営管理制度による森林
整備の推進
（多面的機能の高い環境を重
視した森林整備）
（100年の森林づくりの推進に
向けた間伐）

1

森林病害虫の被害調査
カシノナガキクイムシやマツクイムシ等、市内の森
林資源に深刻な被害をもたらす恐れのある森林
病害虫について、林業事業体や市民団体、森林
所有者から随時情報を収集し、必要に応じて補助
金事業対応などの対策を講じる。

2.21ha

市内被害箇所は大阪府に報告済み。
相談対応は随時

5年間(R3～R7)実績：7.42ha

森林経営管理制度による森林整備の推進
森林経営管理法に基づき、森林所有者の意向調
査を順に行い、管理の働きかけや森林経営計画
の作成促進、森林環境譲与税を活用した補助、市
での管理受託による森林整備を進める。

1

255.88ha 5年間(R3～R7)実績：495.4ha

100%



B

単年度 5年目 10年目 目標値(9年目) 実績値(9年目) 達成度 進捗理由等

広報 4 木のある暮らしの魅力発信 事業数 1事業
5事業
（累積

値）

17事業
（累積

値）
16事業 28事業 100% 魅力発信について、目標

を上回る実績である。

5
施業集約化に向けた森林経
営計画の作成促進

経営計画作成面積 150ha
750ha
（累積

値）

1500ha
（累積
値）

1,480ha 3,241.68ha 100% 計画作成について、目標
を上回る実績である。

6 路網整備の推進 開設・拡張路網延長 2,500m
12,500m

（累積
値）

25,000m
（累積
値）

22,500m 18,989.8m 84.3%

造林補助事業の予算上
の上限が整備量の上限と
なっており、目標どおりの

進捗となっていない。

7 搬出間伐の推進 原木材積 2,000㎥
10,000

㎥
20,000㎥ 18,000㎥ 9,024㎥ 50.1%

造林補助事業の予算上
の上限が整備量の上限と
なっており、目標どおりの

進捗となっていない。

会議実施回数 2回
10回

（累積
値）

20回
（累積

値）
18回 11回 61.1%

参加人数
（延べ人数）

10名
50名

（累積
値）

100名
（累積

値）
90名 100名 100%

9
他自治体等へのおおさか河内
材の販売促進

他市ＰＲ数 2回
4回

（累積
値）

14回
（累積

値）
12回 12回 100%

他市ＰＲについて、累計で
は目標どおりの実績であ

る。

勉強会参加者人数/回 15名 15名 15名

満足度 - 70% 80%

利用実績について、目標
を上回る実績である。

目標どおりの進捗となっ
ていない。

第２期達成状況

コロナ禍の時期と重なり
開催をしなかった年度も
あったが、参加者は目標

を上回る実績である。

508.51㎥ 100%

実施せず －

B

9年間(H29～R7)実績：9,024㎥
（参考）R7搬出補助134.5㎥

実績なし
実績には至らなかったが、今後は森林
経営管理事業を通した所有者意向状
況を踏まえながら、所有者の経営管理
のサポートを進めていく。

9年間(H29～R7)実績：11回、100名累
積参加

1回
※19人参加

678.89ha

実行プラン 実績値

おおさか河内材生産を担う森林

10 森林所有者向け勉強会

4事業

25件

人材育成

おおさか河内材の生産を担う人材を育成する。

2

672㎥

0回

おおさか河内材の利用促進

おおさか河内材を売り込むための戦
略を立案する。

原木段階

目標値

3

65㎥
おおさか河内材の利用実績の
蓄積

評価指標

実績収集

生産体制・製造体制の構築

主伐・間伐の推進を図るとともに、お
おさか河内材の安定供給を図るため
の製造流通の仕組みづくりを行う。

8

おおさか河内材販売促進協議
会の運営
（製造事業者の連携のための
検討会実施）
（おおさか河内材の生産を担う
人材育成）

3,284.7m

製材段階

0回

60㎥

15名・80％

3

備考具体方針

1
（4事業内訳）
・近畿中国森林管理局にておおさか河
内材生産地３市町村でＰＲ展示
・職員名札の木製化
・大阪・関西万博でのイベント実施
  (7/27,30)
・阪急との森林散策イベント(7/26)
9年間(H29～R7)実績：28事業

利用実績推移「資料１－２」のとおり。
9年間(H29～R7)実績：508.5161㎥

（参考）おおさか河内材活用支援補助金
令和7年度交付対象材積
：6件、56㎥
（新築2件、リフォーム4件）
5年間(R3～R7)累積：183.4761㎥

56.3761㎥活用実績

実績なし
ＰＲまでは至らなかったが、羽曳野市新庁
舎建て替えの進捗を鑑みながらＰＲに引
き続き取り組む。

9年間(H29～R7)実績3,241.68ha

9年間(H29～R7)実績：18,989.8m

-



C

単年度 5年目 10年目 目標値(9年目) 実績値(9年目) 達成度 進捗理由等

11 森林情報の集約化

（１年目～５年目）市内
森林における情報集
約化した森林の割合
（６年目～１０年目）調
査森林面積

10%
50％

（累積
値）

0.25ha 0.20ha 495.4ha 100% 意向調査により目標を大
きく上回る実績となった。

12
市民参加によるモデル林の整
備

活動箇所 １箇所
3箇所
（累積

値）

8箇所
（累積

値）
7箇所 2箇所 28.5%

モデル林候補地で境界が
不明確なところが多く、目
標値の整備実施にいたら

なかった。

13
アドプトフォレスト制度に参画
している団体の継続促進

活動団体数 3団体 3団体 3団体 3団体 4団体 100% 目標を上回る実績であ
る。

14 既存財産の有効活用
活用件数（マッチング
数）

5件
10件

（累積
値）

35件
（累積

値）
30件 15件 50%

マッチングまで至らない事
例もあり、低い達成度と

なった。

15
市内の森林に関わるイベン
トの情報収集と情報発信

（１年目～５年目）情報
発信件数
（６年目～１０年目）広
報等情報発信数

50/150
件

完了 10件 8件 31件 100% 広報を活用した発信によ
り目標を大きく上回った。

16 市外情報発信先の確保 情報発信先数 10件 20件 20件 20件 26件 100%

これまで市外事業者との
連携を重視していたことで
多くの情報発信先を確保

できた。

17
森林ボランティアの継続的な
活動推進

森林ボランティアの
活動回数

90回 115回 140回 135回 66回 48.8%

18
森林ボランティアの新規人材
育成

団体会員数 95名 120名 145名 140名 99名 70.7%

（１年目～５年目）参加
者数・満足数

- -

（６年目～１０年目）レ
クリエーションの実施
件数

- 70%

20 教育機関との連携 連携事業数 2件 2件 2件 2件 2件 100%
教育機関での木材への意
識が高まり、目標を達成

することができた。

21 森林ESDの推進
森林ＥＳＤ事業実施小
学校数

2件 4件 13件 10件 12件 100%
森林ＥＳＤを取り組む小学
校が増え、目標を達成で

きた。

森林ボランティアのうち活
動が停滞している団体が
あり、目標を下回った。

岩湧の森を活かしたレク
リエーションが展開され、

目標を達成した。

第２期達成状況

3件 100%1件森林利用者向けレクリエーショ
ンの誘致

12件

1件

2件

（2件内訳）
・民間財団と教育機関をつなぎ、木の名
前プレートによる木育を進める
・小中学校の卒業品におおさか河内材製
のシャーペンを採用

3件

評価指標実行プラン 実績値具体方針

広報活動の推進

26件

※団体には森林ボランティア活動補助
金を交付
R7年度は1件補助

（3件内訳）
・四季彩館でムササビウォッチング3回開催
・阪急との連携による森林散策イベント開催
・ガイドと行く岩湧登山

（11件内訳）
・10校で森林ＥＳＤ事業を実施
・2校で学校独自の森林ＥＳＤ授業の支援
を実施

4団体

3件

学び楽しむための森林

（4団体内訳）
・日本農薬
・憩暖
・高島屋
・株式会社ニュージェック

（3件内訳）
・檜皮採取業務
・ビーフォレストによる生態系観察
・「コーヒー豆かす×森」資源循環プロ
ジェクト

より多くの企業・教育機関に市内の森林を活用いただ
くための設備整備、連携体制強化、森林整備を行う。

C 4

レクリエーションとしての森林活用
市内外の住民がレクリエーションや観光として訪れる
仕組みを整備する。

C

C

企業・研究機関との協働による森林の利活用C

行政や森林所有者だけでなく、市民やボランティア団
体などさまざまな主体の協働により、主体的に森林づ
くりを行なうことを目指す。

市民参加による森林づくり

・広報に市のイベント（木根館イベント
25件、四季彩館イベント6件）を掲載

（26件内訳）
・民間企業等16件（みどりのトラスト協会など）
・サイト2件（インターネットサイト「登竜門」な
ど）
・行政6件（大阪市立クラフトパークなど）
・学校2件（関西大学など）

2

19

255.88ha
森林経営管理制度において、森林所有者
対象に経営管理の意向調査を実施。

31件

1箇所
阪急との連携による市民参加モデル林と
しての森林散策イベントを実施。

3
市民自らが森林を守り育てる意識を持ってもらうととも
に、森林の持つさまざまな多面的機能の重要性を理
解してもらうため、市民へのＰＲ活動や森林・林業体験
学習を行なう。

1

活動回数　計67回
会員数　97名

備考

目標値



資料１－２

○【B-1-3関係】　おおさか材（河内長野市産材）認証材の利用量
年度 搬出量（㎥） 前年比（㎥） 年度 前年比（㎥）

平成29年度 57.78 - 令和4年度 -13.96
平成30年度 50.95 -6.83 令和5年度 -12.14
令和元年度 58.73 7.78 令和6年度 -17.08
令和2年度 37.84 -20.89 令和7年度 17.0361
令和3年度 82.52 44.68 合計

〇【B-2-6関係】　補助事業等による作業路網の整備実績
年度 作業道延長（ｍ） 年度 作業道延長（ｍ）

平成19年度 2,596 平成29年度 6,195 ←うち1825.52　市補助（国・府への上乗せ含む）以外
平成20年度 646 平成30年度 4,117 ←うち2455　市補助（国・府への上乗せ含む）以外
平成21年度 1,559 令和元年度 2,610
平成22年度 2,314 令和2年度 740
平成23年度 1,516 令和3年度 739
平成24年度 655 令和4年度 0
平成25年度 4,598 令和5年度 183
平成26年度 0 令和6年度 1121.4
平成27年度 951 令和7年度 3,284.7 総合計 37,754
平成28年度 3,929 第2期(H29～)計 18,990 平均 1,987

〇【B-2-7関係】　共販所における河内長野市産材の取扱い実績
年度 搬出量（㎥） 販売量（㎥） 全体に対する割合 年度 搬出量（㎥） 販売量（㎥） 全体に対する割合

平成26年度 484 484 13% 令和2年度 465 465 13%
平成27年度 733 733 24% 令和3年度 212 212 6%
平成28年度 2,433 2,433 52% 令和4年度 424 424 9%
平成29年度 2,515 2,515 57% 令和5年度 1,117 1,117 24%
平成30年度 1,919 1,919 36% 令和6年度 530 530 18%
令和元年度 1,170 1,170 29% 令和7年度 672 672 20%

9,024 総合計 12,674

（参考）共販所における河内長野市外産材の取扱い実績
年度 産地 搬出量（㎥） 販売量（㎥） 年度 産地 搬出量（㎥） 販売量（㎥）

和泉市 914 914 和泉市 322 322
千早赤阪村 1925 1925 千早赤阪村 1525 1525
岸和田市 272 272 岸和田市 86 86
和泉市 499 499 その他 1109 1109

千早赤阪村 1460 1460 和泉市 680 680
岸和田市 324 324 千早赤阪村 1772 1772
和泉市 162 162 岸和田市 190 190

千早赤阪村 1586 1586 その他 368 368
岸和田市 491 491 和泉市 667 667
和泉市 254 254 千早赤阪村 1785 1785

千早赤阪村 1425 1425 岸和田市 208 208
岸和田市 234 234 その他 864 864
和泉市 174 174 和泉市 405 405

千早赤阪村 2051 2051 千早赤阪村 2349 2349
岸和田市 237 237 岸和田市 701 701
その他 929 929 その他 813 813

和泉市 646 646
（参考）共販所の取扱い合計 千早赤阪村 1534 1534

年度 搬出量（㎥） 販売量（㎥） 備考 岸和田市 266 266
平成26年度 3,595 3,595 その他 1091 1091
平成27年度 3,016 3,016 和泉市 116 116
平成28年度 4,672 4,672 千早赤阪村 1110 1110
平成29年度 4,428 4,428 岸和田市 339 339
平成30年度 5,310 5,310 その他 903 903
令和元年度 4,032 4,032 和泉市 715 715
令和2年度 3,475 3,475 千早赤阪村 995 995
令和3年度 3,736 3,736 岸和田市 216 216
令和4年度 4,692 4,692 その他 804 804
令和5年度 4,654 4,654 ※毎年６月を始期とし翌年５月末までの実績を記録している。
令和6年度 2,998 2,998
令和7年度 3,402 3,402

令和7年度

搬出量（㎥）

令和6年度

56.3761
39.34
56.42
68.56

508.5161

令和5年度

平成30年度

第2期(H29～)計

令和元年度

令和2年度

令和3年度

平成28年度

平成26年度

平成27年度

平成29年度

令和4年度
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項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

森林プラン全体

かわちながの森林プラン推進協議会 第一回
推進協議会

第二回
推進協議会

実績、スケジュール確認 実績、スケジュール確認

Ａ：多面的機能保全のための森林

配分計画策定地での
森林整備支援

市直営整備予定
森林調査

市直営森林整備 検査

申出受付（随時）

大阪府への報告 大阪府への報告

補助金等対応（随時）

Ｂ：おおさか河内材生産を担う森林

おおさか河内材の利用実績の蓄積

木のある暮らしの魅力発信 木工商品ＰＲ

展示、広報等（随時）
近畿中国森林管理局森林

のギャラリー企画展示

生産体制・製造体制の構築 補助金交付に係る準備 補助事業の中間確認 最終検査 実績報告

（森林経営計画・路網整備・搬出間伐）

おおさか河内材販売促進協議会 年2回以上開催

他自治体等へのおおさか河内材の販売促進

人材育成：森林所有者向け勉強会

Ｃ：学び楽しむ森林

森林情報の集約化

市民参加によるモデル林の整備

市内の森林に関わるイベントの情報収集と情報発信

森林ボランティアの継続的な活動推進

森林ボランティアの新規人材育成

教育機関との連携 各小学校との連携

森林ＥＳＤの推進 契約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【意向調査事業地】

森林経営管理制度による森林整備の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【申出方式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　【新規事業地】

森林病害虫の被害調査

マッチング事業実施

※森林ＥＳＤ事業のＰＲも併せて実施

随時実施、協力予定

森林利用者向けレクリエーションの誘致 マッチング事業実施

既存財産の有効活用

アドプトフォレスト制度に参画している団体の継続促進

市外情報発信先の確保

美しい森林づくり基盤整備交付金を活用した森林整備への補助を実施

大阪府の木材認証制度に沿った補助制度の改正等

申請、交付決定、検査、交付確定、実績ＰＲ（随時）

２自治体にＰＲ　※ＰＲ時期は未定

森林経営管理集積計画策定地でのレクリエーション等実施ができるか所有者と調整。モデル林整備では企業との連携を図る。

高島屋、憩暖、日本農薬及びニュージェックによる活動に協力 そのほか新規活動予定企業との協定締結に向けて協議

全国海づくり大会や市街地商業施設でのイベント等での情報発信を行う

森林ＥＳＤ事業については、小学校だけでなく中学校での森林ＥＳＤモデル実施を検討する。森林ＥＳＤ事業実施校のとりまとめ

森林利用者向けレクリエーションのモデル事業を企業と連携して取り組む

営業部との連携により、木工品の更なる普及に繋げる

情報発信先確保と提供

情報発信先とは定期的に連携を図り、また各種事業でつながった企業とさらなる連携を考えられるか検討していく。

補助金による
活動・育成支援

森林ボランティア養成講座開催支援など

有効活用事業実施・
関係団体との連携事業実施

　　R7意向調査地の経営管理権集積計画案の作成を進める

森林経営管理事業の意向調査において、森林整備の重要性を周知していく。

おおさか河内材活用支援事業補助金等による利用促進



 

 

 

 

１．前計画との相違点や工夫 

・第２期かわちながの森林プランの理念を継承する一方で、地球温暖化やカーボンニュートラル

などの社会情勢の変化に適応するとともに、新たな技術や知見を活かした内容とする。 

・本市の有する豊かな自然資本の活用を推進する方針を盛り込んだものとする。 

・森林林業関係者はもちろんのこと、概要を親しみやすいデザインにすることにより、市民の皆

様にわかりやすく伝える工夫を行う。 

 

２．策定経過 

＜市民ラインアンケート＞ 

 ・回答期間：令和７年１１月５日～２４日 

 ・回答者数：１６０件 

 ・回答内容：市民の森林に求める機能や役割を確認するとともに、森づくり活動への市民参加

の高い期待を読み取ることができた。 

 

＜森林プラン推進協議会の開催＞ 

 ・委員数 ：７人（森林・林業関係者６人、行政関係者１人） 

 ・開催回数：２回（令和８年３月、７月） 

 ・開催内容：第２期かわちながの森林プランの進捗について 

       第３期かわちながの森林プラン案について など 

 

＜森林プラン検討委員会の開催＞ 

 ・委員数 ：６人（関係部署部長６人） 

 ・開催回数：１回（令和８年４月～５月） 

・開催内容：第３期かわちながの森林プラン案について 

 

３．今後のスケジュール 

・１１月 ：市議会（都市環境・経済常任委員協議会）に報告 

 ・１２月 ：パブリックコメントの実施 

  ・ ２月 ：かわちながの森林プラン推進協議会に報告 

 

かわちながの森林プラン（前計画）との相違点及び策定経過等 
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